
お知らせInformation

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ４月16日㈭・５月21日㈭
10時～15時 庄原市ふれあいセンター 広島県北部こども家庭セン

ターによる相談。１週間前
までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ４月９日㈭・５月14日㈭
10時～15時 東城支所 東城支所市民生活室

☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ４月21日㈫・５月５日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ５月13日㈬
13時30分～16時30分 西城自治振興センター

東城 ５月７日㈭
13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

高野 ４月14日㈫13時～15時 高野支所

比和 ４月16日㈭
13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 ５月13日㈬９時～11時 総領健康福祉センター

行 政 相 談

庄原 ４月16日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ４月16日㈭
13時30分～15時30分

西城保健福祉総合セン
ター（しあわせ館）

西城支所市民生活室
☎0824-82-2124

高野 ４月14日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活室
☎0824-86-2115

比和 ４月16日㈭
13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活室

☎0824-85-3001

総領 ５月13日㈬９時～11時 総領健康福祉センター 総領支所市民生活室
☎0824-88-3063

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時 市民生活課市民生活係 生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154
東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時 市民生活課市民生活係 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係

相談者のプライバシーの保
護、秘密の保持を徹底しま
す。各学校でも相談を受け
付けています。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

障 害 者 相 談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分 社会福祉課障害者福祉係 障害者相談支援員 障害者相談専用

☎0824-73-1249

心の健康相談 ４月21日㈫・５月19日㈫13時～14時 広島県北部保健所
（広島県三次庁舎第3庁舎）

三次市十日市東４-６-１

事前予約が必要。検査は無
料・匿名で受けられます。エ
イズ相談は随時受けられま
す。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5181エ イ ズ 検

査・ 相 談 ５月７日㈭13時～14時30分

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談を

あなたの相談をお受けします

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子手帳交付 4月20日（月）・5月11日（月）9時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

パパママひろば
（妊婦教室）

5月8日（金）13時30分～16時 庄原市保健福祉センター
母子健康手帳 申し込み必要

5月28日（木）13時30分～15時 東城こどもの館

育児相談 5月11日（月）13時～15時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問
い合わせください）

母子保健事
業 ●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
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お知らせ

催
　
　
し

相
　
　
談

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
６
０
２

第
５
回
福
田
頭
山
開
き

　
本
格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
始

ま
り
を
前
に
、
一
年
間
の
登
山
客

の
安
全
を
願
う
山
開
き
を
開
催
し

ま
す
。
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る

「
ひ
ろ
し
ま
百
山
」
福
田
頭
に
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
４
月
26
日
㈰

と
こ
ろ
　

福
田
頭
山
開
き
特
設
会
場

（
比
和
総
合
運
動
公
園
内
）

問
い
合
わ
せ
　

公
共
の
宿
「
か
さ
べ
る
で
」

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
２
２
３
０

帝
釈
峡
湖
水
開
き

　
国
定
公
園
帝
釈
峡
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
の
幕
開
け
に
あ
た
り
行
わ
れ

る
安
全
祈
願
祭
で
す
。
太
鼓
や
神

楽
、
吹
奏
楽
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
や

神
石
高
原
マ
ル
シ
ェ
の
創
作
グ
ル

メ
が
楽
し
め
ま
す
。

と
き
　
４
月
29
日
（
水
・
祝
）

と
こ
ろ
　
帝
釈
峡
神
龍
湖

問
い
合
わ
せ
　

帝
釈
峡
観
光
協
会

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
５
２
５

お
く
ま
の
さ
ん

無
料
法
律
相
談
室

　
広
島
地
方
裁
判
所
三
次
支
部
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
室
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

と
き
　
５
月
13
日
㈬

13
時
〜
16
時

（
受
付
は
15
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ
　

み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

相
談
事
項
　

　
民
事
（
不
動
産
、
登
記
、
金
銭
、

交
通
事
故
、
損
害
賠
償
関
係
な

ど
）、
家
事
（
相
続
・
遺
産
分
割
、

夫
婦
・
親
子
関
係
、
遺
言
な
ど
）

問
い
合
わ
せ

広
島
地
方
裁
判
所
三
次
支
部

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
４
１

上
野
公
園
桜
ま
つ
り

　「
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
の
地
」

で
あ
る
上
野
公
園
。
期
間
中
、
約

６
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
、

ぼ
ん
ぼ
り
が
灯
さ
れ
、
照
ら
さ
れ

る
夜
桜
の
美
し
さ
は
随
一
で
す
。

と
き
　
４
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

と
こ
ろ
　
上
野
公
園

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
協
会
庄
原
支
部

３月22日に「中国やまなみ街道」（中国横断自動車道尾道松江線）が全線開通・供用開始し
たことにあわせ、市内の観光拠点施設などで記念イベントを開催します。

■道の駅たかの周年祭
道の駅たかのオープン２周年を祝い、イベントを開催。ＲＣＣアナウンサー
による大抽選会やステージイベントのほか、地元グルメはもちろん中国や
まなみ街道沿線グルメも出店します。
とき　４月11日（土）・12日（日）
ところ　道の駅たかの

■モーモー物産館感謝祭
名物の比婆牛、そば、ワニ料理が楽しめるほか、中国やまなみ街道沿線グ
ルメも出店。ステージではＲＣＣアナウンサーによるゲーム大会が行われ、
子どもに人気のふわふわドーム型遊具もあります。
とき　４月25日（土）・26日（日）
ところ　モーモー物産館

 

■周遊スタンプラリー
　 「元就公を探せ！！－どど～んと特産品プレゼント」
市制施行 10 周年および中国やまなみ街道開通を記念し、市内観光拠点施設など
を巡る周遊スタンプラリーを実施します。ＲＣＣの人気テレビ番組「元就。」の
キャラクター「元就公」を探しながら、市内の観光施設を巡ってみよう。
期間　４月11日（土）～11月23日（祝）

●問い合わせ　商工観光課にぎわい観光係　電話　0824-73-1179

３月22日に「中国やまなみ街道」（中国横断自動車道尾道松江線）が全線開通・供用開始し

中国やまなみ街道開通記念イベント

伊藤
アナウンサー

河村
アナウンサー
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Information

募
　
　
集

そ  

の  

他

①
減
免
申
請
書
　
②
印
鑑

③
そ
の
他
減
免
を
必
要
と
す
る
理

由
を
証
明
す
る
書
類

●
減
免
を
受
け
ら
れ
る
軽
自
動
車

①
生
活
の
た
め
の
公
私
の
扶
助
を

受
け
て
い
る
人
が
所
有
す
る
軽
自

動
車

②
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
な
人
が
所
有
し
運
転

す
る
軽
自
動
車
（
等
級
な
ど
制
限

が
あ
り
ま
す
）

③
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
な
人
の
た
め
に
生
計

を
一
に
す
る
人
が
所
有
し
運
転
す

る
軽
自
動
車
（
等
級
な
ど
制
限
が

あ
り
ま
す
）

④
身
体
障
害
者
な
ど
の
利
用
に
役

立
て
る
た
め
、
車
椅
子
の
固
定
装

置
や
昇
降
装
置
な
ど
の
特
別
な
構

造
変
更
が
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車

※
自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免
と
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
重
複
し
て

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
減
免
申
請
書

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど

③
運
転
免
許
証

④
印
鑑

⑤
車
検
証

⑥
そ
の
他
減
免
を
必
要
と
す
る
理

由
を
証
明
す
る
書
類

問
い
合
わ
せ
　
　

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

庄
原
市
河
川
道
路
美
化
活
動

保
険
制
度

　
市
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
安

心
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
自
治
会
な
ど
が
主
催
す
る
美

化
活
動
（
清
掃
・
草
刈
な
ど
）
を

対
象
に
、
保
険
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
保
険
料
は
市
が
負
担
し
ま

す
。

対
象
と
な
る
活
動

　
市
が
管
理
す
る
河
川
（
普
通
河

川
）
と
道
路
（
市
道
・
農
道
・
林

道
）
で
行
う
清
掃
・
草
刈
な
ど
の

美
化
活
動

対
象
者
　

　
美
化
活
動
計
画
書
を
提
出
し
た

団
体
の
活
動
参
加
者

内
容
　
活
動
中
の
け
が
や
事
故
の

傷
害
・
賠
償
補
償

申
し
込
み

　
活
動
す
る
15
日
前
ま
で
に
、
美

化
活
動
計
画
書
を
建
設
課
ま
た
は

各
支
所
環
境
建
設
室
・
産
業
建
設

室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
環
境
建
設
室
・
産

業
建
設
室

　「
お
く
ま
の
さ
ん
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
熊
野
神
社
の
春
季

大
祭
に
合
わ
せ
、
神
社
周
辺
の
駐

車
場
や
「
イ
ザ
ナ
ミ
茶
屋
」
で
、

地
元
自
治
会
に
よ
る
出
店
や
西
城

町
神
楽
愛
好
会
に
よ
る
神
楽
奉

納
、
西
城
川
太
鼓
の
演
奏
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
４
月
29
日
（
水
・
祝
）

11
時
〜

と
こ
ろ
　

熊
野
神
社
周
辺
（
西
城
町
）

問
い
合
わ
せ
　

西
城
町
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
７
２
７

広
島
県
ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体

募
集

　
広
島
県
は
、
県
が
管
理
す
る

道
路
（
１
０
０
㍍
以
上
）・
河
川

（
50
㍍
以
上
）
で
清
掃
・
緑
化
・

草
刈
な
ど
の
活
動
を
行
う
団
体
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
ア
ダ
プ
ト
活
動
と
は
、
ア
ダ
プ

ト
が
「
養
子
縁
組
を
す
る
」
と
い

う
趣
旨
か
ら
、
住
民
な
ど
が
主
体

と
な
っ
て
清
掃
・
緑
化
活
動
な
ど

を
中
心
に
公
共
空
間
を
わ
が
子
の

よ
う
に
面
倒
を
み
て
い
く
活
動
を

い
い
ま
す
。

県
の
支
援
内
容

①
希
望
す
る
団
体
に
団
体
名
や
企

業
名
を
記
し
た
表
示
板
（
ア
ダ
プ

ト
サ
イ
ン
）
を
設
置

②
活
動
に
伴
う
傷
害
・
損
害
賠
償

保
険
の
加
入

問
い
合
わ
せ

広
島
県
土
木
局
道
路
河
川
管
理
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
９
０
３

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
！

　
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
毎
年
、
納
期
限
の
７
日
前
ま

で
に
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
減

免
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
第
１
期
の
納
期
限
は
６
月
１
日

㈪
で
す
。
申
請
は
５
月
25
日
㈪
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。
　

●
減
免
を
受
け
ら
れ
る
固
定
資
産

①
生
活
の
た
め
の
公
私
の
扶
助
を

受
け
て
い
る
人
が
所
有
す
る
固
定

資
産

②
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る

固
定
資
産（
有
料
の
場
合
を
除
く
）

③
災
害
な
ど
に
よ
り
著
し
く
価
値

が
減
少
し
た
固
定
資
産
　
　
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

自衛官募集　～平和を仕事にする～
募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

幹部候補生

一般
次の条件のうち、いずれかを満たす者
・22歳以上26歳未満の者
・20歳以上22歳未満の者で大卒（見込み含む）である者
・修士課程修了者など（見込み含む）で28歳未満の者 ５月１日まで

１次：５月16日、17日
（17日は飛行要員のみ）
２次：６月16日～19日

歯科 専門の大卒（見込み含む）で 20歳以上 30歳未満の者 １次：５月 16日
２次：６月 16日～ 19日薬剤 専門の大卒（見込み含む）で 20歳以上 28歳未満の者

　　　※待遇、給与など詳しくは三次地域事務所にお気軽にお問い合わせください。
　　　問い合わせ　自衛隊広島地域協力本部三次地域事務所　☎０８２４－６２－０３５０
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お知らせ

全
国
大
会

　
日
本
雪
合
戦
選
手
権
大
会

（
３
月
７
日
〜
８
日
／
長
野
県
白

馬
村
）

●
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

優
勝
　

Ｃ
Ｃ
Ｄ
レ
デ
ィ
ー
ス
（
東
城
町
）

堀
井
　
　
響
（
西
城
小
）

４
位
　

奥
田
　
　
凛
（
口
南
小
）

６
位

松
浦
　
祐
汰
（
東
城
小
）

　
広
島
県
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

（
３
月
15
日
／
広
島
県
立
総
合
体

育
館
）

演
技
競
技

●
成
人
の
部
　

準
優
勝

足
立
　
朱
穂
（
濁
川
町
）

試
合
競
技

●
小
学
校
低
学
年
の
部

準
優
勝

久
保
允
治
（
西
城
小
３
年
）

●
小
学
校
高
学
年
の
部

準
優
勝

稲
里
　
孝
美
（
西
城
小
６
年
）

●
高
校
生
以
上
男
子
の
部

第
３
位

久
保
　
寛
明

（
三
次
高
１
年
・
西
城
町
）

※
該
当
す
る
方
の
情
報
は
、
情
報

政
策
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
８
２

４
‐
73
‐
１
１
５
９
）
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

●
３
年
女
子
の
部

５
位
　

垰
　
　
結
翔
（
高
野
小
）

６
位
　

堀
井
　
　
楓
（
西
城
小
）

●
３
年
男
子
の
部

２
位
　

門
主
　
律
己
（
高
野
小
）

３
位
　

片
山
　
颯
大
（
峰
田
小
）

●
４
年
男
子
の
部

２
位
　

白
根
　
　
楓
（
高
野
小
）

３
位
　

主
田
　
周
平
（
西
城
小
）

４
位
　

横
谷
　
天
星
（
高
野
小
）

５
位
　

松
本
　
翔
吾
（
庄
原
小
）

●
５
年
女
子
の
部

１
位
　

熊
本
　
心
優
（
比
和
小
）

●
５
年
男
子
の
部

２
位
　

国
本
　
洋
介
（
高
野
小
）

３
位
　

小
田
　
袈
方
（
比
和
小
）

●
６
年
女
子
の
部

３
位
　

須
安
菜
々
香
（
高
野
小
）

●
６
年
男
子
の
部

１
位
　

前
田
　
　
悠
（
西
城
小
）

３
位
　

●
一
般
の
部

準
優
勝
　
雪
村
時
代
（
高
野
町
）

県
大
会

　
広
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
冬
季
大
会（
ス
キ
ー
競
技
の
部
）

（
２
月
18
日
〜
19
日
／
ひ
ろ
し
ま

県
民
の
森
ス
キ
ー
場
）

●
女
子
大
回
転

４
位
　

奥
田
　
　
歩（
口
和
中
２
年
）

６
位

天
根
　
千
晴（
高
野
中
１
年
）

●
男
子
大
回
転

１
位
　

堀
井
　
亮
佑（
西
城
中
２
年
）

３
位

杠
　
　
翔
希（
比
和
中
１
年
）

　
広
島
県
小
学
生
総
合
体
育
大
会

　
ス
キ
ー
の
部（
ア
ル
ペ
ン
競
技
）

（
２
月
８
日
／
芸
北
国
際
ス
キ
ー
場
）

●
１
年
男
子
の
部
　

４
位
　

松
尾
　
昴
紀
（
東
城
小
）

●
２
年
女
子
の
部

３
位
　

主
田
　
志
乃
（
西
城
小
）

●
２
年
男
子
の
部

１
位
　

門
主
圭
太
郎
（
高
野
小
）

６
位
　

曽
利
　
海
舟
（
庄
原
小
）

市
道
の
草
刈
り
交
付
金
制
度

　
市
道
の
草
刈
り
を
地
域
ぐ
る
み

で
実
施
し
た
地
域
団
体
に
対
し

て
、
片
側
延
長
１
㍍
に
つ
き
10
円

の
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

受
付
期
間

４
月
20
日
㈪
〜
５
月
29
日
㈮

申
し
込
み

　
受
付
期
間
内
に
、
建
設
課
ま
た

は
各
支
所
環
境
建
設
室
・
産
業
建

設
室
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
用
紙
は
同
課
・
室
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
環
境
建
設
室
・
産

業
建
設
室

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）
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Information

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

　
春
の
花
と
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

む「
春
ま
つ
り
」が
始
ま
り
ま
す
。

期
間
中
は
週
末
を
中
心
に
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
花
と
イ
ベ
ン
ト
、

遊
び
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん

か
？春

の
花
、
咲
い
て
い
ま
す
！

　
春
の
風
が
心
地
よ
い
「
花
の

広
場
」
で
は
、
ビ
オ
ラ
や
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
、
ポ
ピ
ー
が
次
々
と
咲

き
続
け
ま
す
。
展
望
台
か
ら
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
サ
ク
ラ
（
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
の
見
ご
ろ
は
４

月
上
旬
で
す
。

〜
花
の
見
ご
ろ
〜

○
ビ
オ
ラ

　
４
月
上
旬
〜
５
月
中
旬

○
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

　
４
月
中
旬
〜
下
旬

○
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー

　
４
月
中
旬
〜
５
月
上
旬

○
ハ
ナ
ビ
シ
ソ
ウ

　
５
月
上
旬
〜
６
月
上
旬

○
シ
ャ
ー
レ
ポ
ピ
ー

　
５
月
中
旬
〜
６
月
上
旬

○
ネ
モ
フ
ィ
ラ

　
５
月
上
旬
〜
下
旬

※
天
候
状
況
に
よ
り
開
花
時
期

が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
も
い
ろ
い
ろ

　
手
づ
く
り
体
験
、
神
楽
公
演
、

和
太
鼓
公
演
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ひ
ば

の
里
で
は
、「
柏
餅
づ
く
り
」「
ち

ま
き
づ
く
り
」
な
ど
の
食
体
験

も
楽
し
み
。

　
ま
た
、「
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
体
験
」
や
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
」「
カ
ヌ
ー

体
験
」
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
体
験
も
盛
り
だ
く
さ

ん
！ス

イ
セ
ン
も
見
ご
ろ
で
す

　
ス
イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
ス
イ

セ
ン
も
見
ご
ろ
が
続
い
て
い
ま

す
の
で
、
10
日
ま
で
開
催
し
ま

す
。
週
末
に
は
観
察
会
な
ど
も

開
催
し
ま
す
。

※
期
間
中
な
ど
は
、
電
話
ま
た

は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

備北公園「春まつり」
開催！4月11日(土)～5月17日(日)

シャーレポピー

チューリップ

国営備北
丘陵公園
だより

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話ください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時
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Information

休日診療のご案内

●東城地域

４月・５月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　㉄診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
　希望や不安、さまざまな思いのなかで10年前スタートを
切った庄原市。３月31日にめでたく市制施行10周年を迎
えました。特集のなかで一部ですが市内の出来事を振り返
りましたが、この10年間本当に多くの出来事があり、さま
ざまな課題を抱えながらも一歩ずつ前に進んできたなと感
じています。皆さんはどういった印象をお持ちでしょうか。
伊藤さんの言葉にもあるように、10年はひとつの節目とし
て、将来にわたって庄原市が誇れるまちとしてあり続ける
よう、みんなの力を結集していきましょう。広報しょうばら
は、そうした一役を担いたいとも思っています。今月から多
少リニューアルしましたので、引き続きよろしくお願いしま
す。ご意見ご感想もお待ちしています。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間
４月20日（月） 県立広島大学庄原キャンパス 11時30分～15時

4月12日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
19日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
26日（日）瀬尾病院 ☎08477-2-0023
29日（水）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

5月  3日（日）細川医院 ☎08477-2-0054
4日（月）東城病院 ☎08477-2-2150
5日（火）日伝医院 ☎08477-2-2180
6日（水）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
10日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151

人の動き （庄原市の人口） 

平成27年２月末現在

食育コーナー　  

問教育総務課 ☎ 0824-73-1186

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

『お弁当の日』の取り組みをはじめます！
　本年度から庄原市内の小中学校で「弁当の日」の取り組みを進め
ます。弁当づくりを通して、①「食育の推進」、②「家族の心の交流
を図ること」をねらいとしています。
　この取り組みは、各学校でそれぞれ弁当づくりの計画を立て、ス
タートできるところから始めます。例えば、「親子で協力してつくる」
「子どもだけでつくる」「テーマや特定の日を決めてつくる」など、
内容や方法は各学校が工夫して取り組ます。

　この取り組みによって、家庭の中が喜びと笑顔
でいっぱいになることを期待しています。

　『お弁当の日』を通しての学び

○食育の推進
　子どもたちが豊かな人間性を育み、生
きる力を身に付けていくための基礎として
「食」が重要です。その「食」について、弁
当づくりを一つのきっかけとして、改めて考
えてみることができればと思います。
　例えば、子どもが健全な食生活をするために、「食」の知識や「食」
を選択する力を習得すること、栄養や食事のとり方・食習慣につい
て考えてみること、地域食材や郷土食について学習すること、など
が挙げられます。

○家族の心の交流を図る
　食事について家族で一緒に内容を考え、
買い物に行き、料理の楽しさを体験し、「弁
当の日」が家庭内のコミュニケーションを図
るきっかけになると考えています。
　家族が心を通わせて弁当をつくることで、食材のこと、栄養バラ
ンスのこと、食生活のこと、つくる苦労や喜び、感謝する気持ちなど、
この弁当づくりを通して学びます。

[住民基本台帳登載人口]
人口　３８，０８６人（前年比－６８０人）　
男　　１８，０２４人（前年比－３１８人）　
女　　２０，０６２人（前年比－３６２人）　
世帯数　１５，８８６世帯（前年比－３５世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３２２人（前年比＋３９人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１８，７２７人（７，８６６世帯）
○西城地域　　３，７７６人（１，５０７世帯）
○東城地域　　８，４７０人（３，７１３世帯）
○口和地域　　２，１６８人（８２４世帯）
○高野地域　　１，９３９人（６９６世帯）
○比和地域　　１，５３５人（６３７世帯）
○総領地域　　１，４７１人（６４３世帯）

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー  ☎ 0824-72-0075 まで
と   き　５月９日（土）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

５月

 35　2015.4 ／広報しょうばら

お知らせ

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

時悠館  ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

４月・５月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室
１）とき　４月22日㈬
　午前の部　三輪車型花台
　午後の部　プチ三輪
　　　　　①午前の部 ９時30分～12時
　　　　　②午後の部 13時00分～15時30分
　参加費　①2,300円　②1,300円　定員　各12人
２）とき　５月15日㈮
　午前の部　丸テーブル
　午後の部　コロコロ入れ
　　　　　①午前の部９時30分～12時
　　　　　②午後の部 13時00分～15時30分
　参加費　①3,300円　②1,300円
　定員　　①８人　②10人　

○苔玉教室～春の寄せ植え～
　とき　４月27日㈪
　　　　　午前 10時30分～12時
　　　　　午後 13時30分～15時30分
　参加費　2,300円　定員　20人

▶展示・イベント
○華展（庄原華道連盟）
　とき　４月25日㈯～26日㈰
○手仕事・里山のふくろうと仲間たち展　
　とき　４月20日㈪まで　※最終日は正午まで
○ゆめさくら春まつり
　とき　４月29日㈬～５月６日㈬
　　　　ミルク缶クイズ、餅つき

【営業時間の変更】
４月１日㈬から閉館時間が18時に戻ります。
※朝どり市は通常通り16時
５月５日㈫は営業します。

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。

洋画家・濱田昭法作品展（広島市在住）
とき　５月８日(金)～10日(日)10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

と　き　４月 27 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　岸

きしゆうざん

湧山（尺八）、伊
だ て

達胤
いんえんざん

苑山（尺八）
曲　目　・都山流尺八本曲「鶴の巣籠（つるのすごもり）」
　　　　・九州民謡調「黒田節」ほか
▶岸湧山…都山流尺八竹琳軒大師範。都山流尺八「牧友会」「青
竹の会」会長。平成元年都山流尺八コンクール広島県代表として
全国大会出場。都山流尺八歴 48年。庄原市在住。
▶伊達胤苑山…都山流尺八竹琳軒大師範。都山流尺八「竹翁会」
会長。筝三絃三曲合奏など各地で活動中。都山流尺八歴 45 年。
上下町在住。

写真は、東城町にある帝釈馬渡岩陰遺跡から出土した貝製の
容器です。その形から貝杯と呼ばれ、水や魚介の煮汁、また酒
のようなものをすくったり、飲んだりするのに使用したのではな
いかと思われます。縄文時代前期（今から約5,000～6,000年前）
のものです。
この貝杯は、テングニシの殻頂部や口の部分などを、２分の１
くらい打ち欠いて作っています。打ち欠いた周縁部はよく研磨
され、また殻表もわずかに研磨されています。現存の長さは約
16㎝、径は約10㎝で、深さは約３㎝です。口部分の厚みが５㎜
以上あることから、材料とした貝は殻長が26～ 28㎝、径が11
～ 12㎝くらいある最大級のテングニシであったと推測されてい
ます。
縄文時代の貝塚ではテングニシは比較的多く見られ、広島県
内では広島市の比治山貝塚、尾道市の大田貝塚、福山市の馬取
東貝塚などから出土しています。いずれも食用にされたものと
思われますが、殻の長さは10～ 15㎝程度と小ぶりです。いか
に馬渡遺跡のテングニシが大きいかが分かります。海岸部の遺
跡でも、このように大きいものは珍しかったのではなでしょうか。
大きなものが山間部との交易品となったのかもしれません。
昔、祭の露店などでよく見られた、子どもたちが鳴らして遊ん
だウミホウズキは、このテングニシの卵の袋です。縄文人たちも
口に含んで鳴らしていたかもしれません。

貝
かいはい

杯
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